
our work

所在地：山口県山口市米屋町�-��
設計監理：株式会社田村ビルズ
施工：株式会社田村ビルズ
工期：����年�月～����年�月
用途：複合施設
構造：S造
敷地面積：���㎡
延べ面積：���㎡

建築概要

地下�階平面図

地下�階
LFB HUB

山口駅から山口市役所に向かう交差点に
田村ビルズグループの住宅ブランド LFB（LIFE FAN BOX）の

象徴ともなるLFB TOWERが����年��月に完成

�階
LFB CAFE

  �階
「キャンパーの住みか」
  コンセプトフロア

1階平面図 2階平面図

田村ビルズは山口市黒川に本社を構え、不動産
購入から新築・リフォーム・リノベーションま
でをワンストップで提供している。
����年��月、山口市中心商店街（米屋町・新町・
駅通り・道場門前が交差する角）に、従前ブティッ
クなどがあった旧TAMAYAビルをリノベーション
し、新たに「LFB TOWER」としてオープンした。
地上�階、地下�階の5フロアのビル。
�階・�階は、同じ米屋町商店街で営業していた

LFB CAFEがコンセプト・メニューを一新してフ
ルリニューアル。地下はLFB HUB（ハブ）とし
て、ギャラリー利用やイベントなどを通じて、
地域コミュニティを活性する場となる。
「東京タワーが電波塔として、また街のシンボ
ルとして希望を与えてきたように、このLFB 
TOWERが地域に光を灯し続け、たくさんの人の
暮らしを豊かにする場所になるように」と計画
された。

設計監理
株式会社田村ビルズ
https://tamura-builds.co.jp
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アウトドアブランド「DOD」と「ユニバーサルホーム」のコラボハウス
『キャンパーの住みか』を再現したコンセプトフロア。

2階

「あなたの暮らしをつくるカフェ」をコンセプトに、設えやメニューをフ
ルリニューアル。スツールはグリーン基調。

ウッドデッキ部分は靴を脱いでくつろげるため、カフェでありながら、家
でもあるような、遊び心あふれる空間になっている。

LFBブレンドは、華やかな風味もあり、飲みやすく日常の少しの贅沢を感じ
られる一杯。大人気の塩チーズケーキとの相性も抜群。

1階

ギャラリーとしての利用やイベントなどを通じて、地域コミュニティを活
性化する場に。今後もさまざまな企画が予定されている。

地下1階

2階 フロアデッキ

オリジナルメニュー

環境・リサイクル事業を行っている田村ビルズグループ。一部の壁紙や小
物に再生紙を使用するなど「サステナブル」もテーマなっている。

サステナブル

このプロジェクトは単なる改修にとどまらず、商店街の

シンボリックな建物という歴史的な価値を尊重しながら、

現代の感性を融合させるコンセプトから始まった。

築34年とレトロなイメージがあった建物にシャープなイ

メージを与えるため、外壁の色味やエントランスのス

チール、サイン計画で外観の印象を一新。

外壁と同じ素材を内装仕上げにも取り入れることで、内

外の調和を図り、全体的な統一感をもたせた。

内部は大きく手を入れ、壁や天井を作り変えるのではな

く、スケルトンになった部分の良さを活かしながら、カ

ウンターなど必要なものを備え付けていくことで、建物

が持つ良さを活かしながら、開放感のある雰囲気に。

�階・�階は色味やテクスチャを統一しつつ、�階はフロア

デッキの段差を活かした遊び心ある空間に。地下は粗削

りな素材感を出しつつも、無骨さの中に一体感を生んだ。

手を加える箇所と加えない箇所のメリハリをつけ、建物

の個性を尊重しながら、現代的なニーズに応える空間と

して仕上がった。

����年�月にはガラス面に大型透過LEDビジョンを設置予

定。歴史ある商店街で新たなアイキャッチとなる。

地下のLFB HUBの「ハブ」は、中心や中核、集約点という

意味がある。中心商店街の角に位置していることや、この

地域のつながりを生み出す、また他の地域との交流する場

にという思いが込められている。設置されている什器も

「地域のハブ」から着想を得た ”空港のターンテーブル”が

モチーフ。

����年��月、寄付型私募債発行の際には、LFB TOWERを

オープンした背景もあり「この地域の活性化に活用いただ

きたい」との思いから、山口市中心市街地活性化推進室、

山口市中心市街地活性化協議会を寄付先として指定。

さらに、地下フロアは『やまぐち応援ファンド』の対象と

して、地域の方々に応援していただける場所としても注目

を集めている。

田村ビルズグループの 『「ともに豊かに」全従業員の物心

両面の幸福を追求するとともに、地域業界の進歩発展に貢

献する』 の経営理念のもと、すべてのステークホルダーに

「よかれかし」となる企業を目指し、新たな価値を生み出

す挑戦を続ける。
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